
1.設計の背景と目的 

1.1.背景 

高知県香美市土佐山田町は古くから山田野とよば

れ、香美郡北部山地と高知平野との接点に位置し、

内陸山地との交易、物産の集散地として発展した。

町の中心は街道沿いにあり、町家が立ち並ぶ町な

みであった。現在でも築 100 年をこえる町家が数

件残っている。しかし近年新規の戸建て住宅や駐

車場、アパートの増加により町家の多くが失われ

ている。その中でも近隣に位置する高知工科大学

の学生用アパートは数も多く、町なみと無縁であ

るため良好な景観を大きく損ねている。学生用の

下宿は必要であるが、町なみづくりに貢献する建

築に変えられないだろうか。そこで、学生下宿を

町家型のシェアハウスにすることを考えた。 

1.2.設計の目的 

本設計では、学生下宿を町家型シェアハウスにす

ることで学生居住の需要を満たし、かつ崩れつつ

ある町なみを再形成することを目的とする。 

なお、町家型シェアハウスは、一軒の町家として

設計することで、シェアハウスから町家住居へ変

換することを容易にする。 

2.計画 

2.1.設計の手順 

以下の手順で設計する。 

①調査による町家の把握 

②旧街道に面する町家 MAP の作成 

③町家の特徴 

④土佐山田型現代町家の設計 

⑤土佐山田型現代町家のシェアハウス化計画 

2.2.調査による町家の把握 

以下の 3 つの調査を行う。 

(a) 現地調査 

調査範囲:土佐山田町百石町から西本町までの旧街

道沿いとする。 

1．目視により、町家であるかどうかを判別し、外観

を撮影する。また現在地を地図上にプロットする。 

2．目視により町家外観を調査し、その特徴を把握す

る。 

(b)ヒアリング調査 

土佐山田町の住民の方に町家の間取りをはじめと

する建築情報を聞き取る。 

(c)文献調査 

「地域建築設計資料集成高知県」より高知県東部の町

家の特徴を把握した。 

(調査期間:2020 年 9 月～12 月) 

2.3.旧街道に面する町家ＭＡＰの作成 

町家の外観写真とその位置を地図上に示した。また町

家敷地の面積に応じた色分けも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 町家ＭＡＰ 

「高知県香美市土佐山田町の地理院タイル(1/2000)に町家写真、町家

の位置、S,L 型のプロットを追記して掲載」 

2.4.町家の特徴 

外観の特徴 

・4 寸～5 寸勾配の屋根。 

・母屋は切妻屋根平入、つし二階を持つ。 

内部空間 

・店の奥に和室があり、店→小上がり(板間)→客間→

食堂、寝室と、奥に進むにつれてプライバシーが高ま

る。通り庭の奥或いは、縁側伝いに台所棟が設けられ

ている。 

・母屋の半分は居室として利用され、座敷には床の間、

土佐山田型シェアハウスによる町なみづくり 
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違い棚(上部神棚)が設けられている。 

・水回りは裏庭に別棟で設けられている。 

・庭に面して縁側がある。 

・2 階には棹縁天井が張られ、座敷が充実する。一般

的な町家では、2 階座敷は個室化して、寝室として利

用されていることが多い。以前は物置として使われて

いた。 

   
図２ 町家の内部空間(S 型) 

2.5. 土佐山田型現代町家の設計 

・調査で得られた平面構成をもとに土佐山田型現代町

家を設計した。 

・敷地面積に応じて、S 型と L 型の 2 種類の設計を行

った。 

・基準グリッドは 910 ㎜で統一した。 

・断面構成は、旧街道から平入 2 階、妻入平屋、付属

棟の妻入平屋、裏庭へと接続する構成にした。 

2.5.2 設計図 

図 3 S 型平面図(1/300) 

2.6 土佐山田型現代町家のシェアハウス化計画 

   

 

 

 

図４ 動線、空間のダイアグラム 

3．まとめ 

調査をもとに、土佐山田商店

街(東)の町家 MAP を作成した。これは町家に関する

歴史資料の一部になりうると考える。 

また調査をもとに土佐山田型現代町家を設計した。 

これにより伝統的な町なみを守る住宅モデルが提案

できた。 

土佐山田型現代町家を前提に学生用シェアハウスを

設計した。これにより下宿の需要と町なみ形成の双方

に応える提案が出来た。 

人々の生活変化により民家、町なみが変化する中、本

設計は新築住宅による町なみづくりとして大きな意

味を持つと考える。 
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S 型の概要 

・居住者の設定 

学生３人を想定。 

・室機能の設定 

1 階中央にある 2 室と 2

階にある 1 室を個室と

し、住人は共用の通り庭

を渡り店と奥を出入り

する。店は住人によって

自由に使用できるよう

にし、奥の水回りを共同

で使用する。 

  

 

 

 

 

 

 

 


